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This paper investigates Japanese student’s perception of English pronunciation. The
 
traditional way of teaching pronunciation was segmental,or the articulatory phonetics of
 
individual sound;however, today’s pronunciation training focuses on the suprasegmental
 
features of rhythm,stress,or intonation. And a top-down approach focusing on global
 
meaning and communication is regarded as an important feature for language learning.
The idea of“good pronunciation”has shifted from“correct pronunciation”to“intelligible
 
pronunciation.” With this fact in mind,questionnaires,containing 20 questions of needs
 
and beliefs about pronunciation,were distributed to junior high school students in Tokyo.
The questions pertained to the idea of Critical Period Hypothesis and English as a Lingua
 
Franca. Factor analysis was used to determine underlying variables and three factors in
 
pronunciation were found:1)positive attitude toward pronunciation, 2)unease or worry
 
over pronunciation and 3)giving up the ideal of pronunciation. To make teaching plans,
teachers should remember that these factors always effect students in various degrees and
 
therefore they should always try to keep students motivated and respect their positive
 
attitude toward pronunciation.
















































































































































































































































































































































項 目 因子１ 因子２ 因子３
９．学校の授業で発音学習の時間がもっとあるべきだ。 0.791 －0.040 －0.152
８．発音の理論的な学習は、正しい発音をするために役立つ。 0.692 0.092 0.082
10．英語の発音は単語と単語の音のつながりが重要だ。 0.679 －0.167 0.089
４．正しく発音できれば単語を正しく綴れると思う。 0.674 0.013 －0.163
１．発音はネイティブ並にうまくなりたい。 0.670 －0.229 －0.482
13．正しい発音のためには英語をたくさん聞くことが重要だ。 0.559 －0.218 －0.148
12．イントネーションやアクセントを学習することは重要だ。 0.552 －0.447 －0.084
17．発音記号が読めれば正しい発音ができると思う。 0.485 0.382 0.049
２．発音が悪いと人前で英語を話すのが恥ずかしい。 0.202 －0.832 －0.209
18．自分の発音が正しいかどうか自信がない。 －0.196 －0.761 0.018
３．海外に行かなければ英語の発音は上手にならないと思う。 0.163 －0.704 0.235
20．どんなに英語の知識や能力がある人でも、発音が悪いと英語ができない印象を覚える。 0.235 －0.608 －0.168
19．正しい発音を頭では理解していても実際に発音できない。 0.050 －0.581 0.136
16．発音がうまくなる方法があるならとにかく知りたい。 0.373 －0.549 －0.554
７．日本人英語でも通じれば十分だ。 －0.381 0.038 0.990
５．発音が上手でなくとも将来困ることはない。 －0.334 0.025 0.854
６．英語を幼い頃から学んでいればいるほど発音は上手だ。 0.367 －0.536 0.516
15．中学１年のときに比べると英語を発音する機会が減った。 0.105 －0.064 0.348
11．英語の綴りから発音を推測するのは難しい。 －0.335 －0.388 －0.032
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 APPENDIX 英語の発音習得に関するビリーフ調査に用いたアンケート
英語学習アンケート調査
◇英語学習歴： 年 ヶ月
◇あなたが英語を学ぶ目的は何ですか。もっとも当てはまるものを選んで下さい。
１．英語に興味があるから
２．英語が必要だと感じるから
３．英語圏の文化に興味があるから
４．授業・受験があるから
５．その他（ ）
次の１から20までの英語に関する文を読んで、５（とても当てはまる）から１（全く当てはまらない）のど
れか１つを回答欄に記入して下さい。
１．発音はネイティブ並にうまくなりたい。 （ ）
２．発音が悪いと人前で英語を話すのが恥ずかしい。 （ ）
３．海外に行かなければ英語の発音は上手にならないと思う。 （ ）
４．正しく発音できれば単語を正しく綴れると思う。 （ ）
５．発音が上手でなくとも将来困ることはない。 （ ）
６．英語を幼い頃から学んでいればいるほど発音は上手だ。 （ ）
７．日本人英語でも通じれば十分だ。 （ ）
８．発音の理論的な学習は、正しい発音をするために役立つ。 （ ）
９．学校の授業で発音学習の時間がもっとあるべきだ。 （ ）
10．英語の発音は単語と単語の音のつながりが重要だ。 （ ）
11．英語の綴りから発音を推測するのは難しい。 （ ）
12．イントネーションやアクセントを学習することは重要だ。 （ ）
13．正しい発音のためには英語をたくさん聞くことが重要だ。 （ ）
14．発音の学習に時間を割いている暇はない。 （ ）
15．中学１年のときに比べると英語を発音する機会が減った。 （ ）
16．発音がうまくなる方法があるならとにかく知りたい。 （ ）
17．発音記号が読めれば正しい発音ができると思う。 （ ）
18．自分の発音が正しいかどうか自信がない。 （ ）
19．正しい発音を頭では理解していても実際に発音できない。 （ ）
20．どんなに英語の知識や能力がある人でも、発音が悪いと英語ができない印象を覚える。 （ ）
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